
　
図
書
館
は
本
の
貸
し
借
り
だ

け
で
は
な
く
、
憩
い

の
場
で
あ
り
、
新
し

い
自
分
と
出
会
え
る

場
所
だ
と
思
い
ま
す
。
　

手
に
し
た
一
冊
の
本
に
励
ま
さ
れ
た

り
、
心
が
浄
化
さ
れ
た
り
す
る
こ
と
が

あ
る
か
ら
で
す
。

　
ま
た
、
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
は
知

識
を
吸
収
し
、心
を
育
む
場
で
す
の
で
、

学
校
図
書
館
と
の
連
携
や
本
丸
く
ん
の

巡
回
を
通
し
、
子
ど
も
と
本
を
結
び
つ

け
る
取
り
組
み
も
行
っ
て
い
ま
す
。

　「
図
書
館
は
堅
い
所
」、
と
い
う
イ

メ
ー
ジ
を
お
持
ち
の
人
も
い
ら
っ
し
ゃ

る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
新
聞
や
雑
誌

に
目
を
通
し
、
ゆ
っ
た
り
と
し
た
時
間

を
過
ご
し
て
み
て
は
ど
う
で
す
か
。

　
ま
た
、
料
理
本
や
手
芸
本
な
ど
実
用

書
も
豊
富
で
す
し
、
Ｃ
Ｄ
や
Ｄ
Ｖ
Ｄ
も

そ
ろ
っ
て
い
ま
す
の
で
、
気
負
わ
ず
、

気
軽
に
立
ち
寄
っ
て
い
た
だ
き
た
い
で

す
ね
。

　
今
年
の
テ
ー
マ
は
「
発
信
」。
新
着

情
報
や
イ
ベ
ン
ト
情
報
な
ど
を
発
信
し

て
い
き
ま
す
の
で
、ぜ
ひ
お
楽
し
み
に
。
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～ ほっとするね  窓辺に光  わたしの図書館 ～
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書
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芦刈分室

　両
親
の
後
を
継
ぎ
、
姉

妹
が
営
む
居
酒
屋
「
ぼ
っ

た
く
り
」
で
の
、
人
々
の

ふ
れ
あ
い
を
描
い
た
小
説

で
す
。
読
む
と
、
と
に
か

く
お
腹
が
空
く
！
お
酒
が

飲
み
た
く
な
る
！
居
酒
屋

に
行
き
た
く
な
る
！

　ま
た
、
人
情
味
あ
ふ
れ
る

登
場
人
物
に
、
と
て
も
温
か

い
気
持
ち
に
な
り
ま
す
。

　芦
刈
分
室
で
も
、老
若
男
女

問
わ
ず
人
気
の
小
説
で
す
。

　
２
年
前
に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
た
牛

津
分
室
は
、
大
き
な
窓
か
ら
た
く
さ

ん
の
光
が
差
し
込
み
、
と
て
も
明
る

い
雰
囲
気
で
す
。
隣
接
す
る
牛
津
体

育
セ
ン
タ
ー
で
の
活
動
の
合
間
や
待

ち
時
間
に
利
用
さ
れ
る
人
も
多
く
、

皆
さ
ん
の
憩
い
の
場
に
な
っ
て
い
ま

す
。

　
幅
広
い
分
野
の
本
を
置
い
て
い
る

の
は
も
ち
ろ
ん
、
郷
土
に
関
す
る
本

も
充
実
し
て
い
て
、
地
元
に
根
付
い

た
図
書
館
で
す
。
利
用
の
多
い
、
シ

ニ
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層
に
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わ
せ
た
特
設
コ
ー
ナ
ー

を
設
け
る
な
ど
、
利
用
者
に

合
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せ
た
環
境
づ
く
り
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　
本
を
借
り
る
た
び
に
ス
タ

ン
プ
が
貯
ま
る
「
ス
タ
ン
プ

ラ
リ
ー
」
は
、
一
定
数
が
貯

ま
る
と
プ
レ
ゼ
ン
ト
が
も
ら

え
る
の
で
大
人
気
イ
ベ
ン
ト

で
す
。
ア
ッ
ト
ホ
ー
ム
で
居

心
地
の
良
い
牛
津
分
室
に
、

ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　
有
明
海
が
近
く
、
海
苔
の
養
殖
な

ど
が
盛
ん
な
芦
刈
町
に
あ
る
芦
刈
分

室
で
は
、
海
苔
や
水
産
業
な
ど
を
テ
ー

マ
に
し
た
本
を
多
く
収
集
し
て
い
ま

す
。

　
ま
た
、
こ
ど
も
園
が
近
い
こ
と
も

あ
り
、
親
子
で
利
用
さ
れ
る
人
も
多

く
、
絵
本
や
紙
芝
居
が
充
実
し
て
い

ま
す
。

　
季
節
に
合
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せ
た
特
設
コ
ー
ナ
ー

を
設
置
し
て
い
ま
す
の
で
、
チ
ェ
ッ

ク
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

　
館
内
に
緑
が
あ
る
の
も
、
リ
ラ
ッ

ク
ス
で
き
る
の
で
お
す
す
め

ポ
イ
ン
ト
で
す
。

　
ち
ょ
っ
ぴ
り
怖
い
よ
る
の

お
は
な
し
か
い
、
図
書
館
の

職
員
体
験
や
た
か
ら
探
し
な

ど
、
年
間
を
通
し
、
普
段
経

験
す
る
こ
と
の
で
き
な
い
イ

ベ
ン
ト
を
開
催
し
て
い
ま

す
。
ぜ
ひ
一
度
ご
参
加
く
だ

さ
い
！

牛津公民館内　☎37・6144
◆ 開館時間 ◆

火曜日～木曜日　10時～ 18時
土曜日・日曜日　10時～ 17時

◆ 休  館  日 ◆
月曜日、金曜日、第４木曜日、祝日
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秋川 滝美／著
アルファポリス

おほしんたろう／著
KADOKAWA

『居酒屋
 ぼったくり』
 シリーズ 『おほまんが』

おもな年間行事

　戌
年
と
い
う
こ
と
で
、

こ
の
本
に
し
ま
し
た
。

　振
り
返
っ
て
こ
ち
ら
を

見
る
犬
の
顔
が
印
象
的
で
、

手
に
取
っ
た
一
冊
で
す
。

　文
字
も
、
色
も
な
く
、

鉛
筆
だ
け
で
描
か
れ
た「
絵

本
」
の
原
点
と
言
え
る
と

思
い
ま
す
。
ペ
ー
ジ
を
め

く
る
ほ
ど
に
心
に
せ
ま
る

も
の
が
あ
り
、
胸
に
ぐ
っ

と
き
ま
す
。
絵
本
に
教
え

ら
れ
る
こ
と
っ
て
た
く
さ

ん
あ
り
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ

読
ん
で
い
た
だ
き
た
い
で

す
ね
。

山口館長
おすすめ本

『アンジュール
―ある犬の物語』
ガブリエル・バンサン／著
ブックローン出版

ブック
スタンプラリー（通年） 

本を借りてスタンプがたまる
とプレゼントがもらえます。 

春の読書まつり 
本を借りてプレゼントをゲット。

夏休みイベント
本を借りてくじを引こう！ 

秋の読書まつり
本を借りてプレゼントをゲット。

おもな年間行事

あしかり
ぶんしつまつり（夏）
くじ、ダーツ、的あて、おばけ探しに
チャレンジし、プレゼントをゲット！

よるのおはなしかい（秋）
夜に開催。怖い話など、いつも
と違う雰囲気で楽しめます。

春の読書週間

『どくしょビンゴ』 
サイコロの出た目の本を借り、
たて・よこ・ななめ、１列そろっ
たらプレゼントがもらえます。 

小
城
市
民
図
書
館 

館
長

山
口
正
子

や
ま
ぐ
ち 

ま
さ
こ

司書の城島さん
おすすめ本

司書の北古賀さん
おすすめ本

　現
在
テ
レ
ビ
な
ど
で
大

活
躍
中
の
芸
人
・
お
ほ
し

ん
た
ろ
う
さ
ん
は
、
な
ん

と
小
城
高
校
出
身
！

　そ
ん
な
お
ほ
さ
ん
が
描

い
た
一
コ
マ
漫
画
や
、
写

真
や
文
字
を
使
っ
た
漫
画
、

短
い
漫
画
な
ど
、
内
容
盛

り
だ
く
さ
ん
。

　大
笑
い
で
き
る
ネ
タ
や

じ
わ
じ
わ
笑
っ
て
し
ま
う

ネ
タ
な
ど
、
い
ろ
い
ろ
な

ネ
タ
が
あ
る
の
で
、
お
気

に
入
り
の
ネ
タ
を
見
つ
け

て
く
だ
さ
い
。

シニア世代へのおすすめコーナー三日月館・小城館の本も借りる
ことができます

分室に

行ってみよう！

毎日多くの人が利用している小城市民図書館。
市内に２つの図書館と２つの分室があるのをご存じでしょうか。
分室には地域の特性を生かした本や資料が充実し、
楽しいイベントも行われています。
今回は各分室の特徴や、自動車図書館本丸くんなどの
魅力をご紹介します。

北古賀さん 古賀さん城島さん 横町さん

牛津分室

※時季は変更になる場合が
　あります。
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　あります。
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図書館でのおはなし会でも
利用している、通常より大
きな絵本です。迫力があり、
子どもたちもお話の世界に
引き込まれていきます。

点字だけでなく、絵の部分
にさまざまなしかけがされ
ていて、触れて楽しむこと
ができます。

小さい文字が読みづらい人
のために、通常の２～３倍
も文字が大きい「大活字本」
をそろえています。人気の
名作をご用意しています。

　
20
年
前
に
誕
生
し
た

本
丸
く
ん
。
現
在

は
、
市
内
の
保
育

園・幼
稚
園
、小
・

中
学
校
や
『
広

報
さ
く
ら
』
で

紹
介
し
て
い
る

市
内
の
事
業
所
な

ど
、
計
27
カ
所
を

日
々
、
巡
回
し
て
い
ま
す
。

本
丸
く
ん
を
利
用
す
れ
ば
、
図
書

館
に
来
た
く
て
も
来
ら
れ
な
い
人
や
、

あ
ま
り
行
く
機
会
の
な
い
人
で
も
、

た
く
さ
ん
の
本
に
触
れ
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
ま
た
、
次
の
巡
回
時
に
返

却
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
、
と
て

も
喜
ば
れ
て
い
ま
す
。

　
本
丸
く
ん
に
は
約
３
，０
０
０
冊
の

本
、
紙
芝
居
、
雑
誌
、
Ｃ
Ｄ
な
ど
を

載
せ
る
こ
と
が
で
き
、
い
つ
も
巡
回

先
の
皆
さ
ん
の
顔
を
思
い
浮
か
べ
な

が
ら
、
行
き
先
に
合
わ
せ
て
本
を
準

備
し
て
い
ま
す
。

　
本
丸
く
ん
は
、
皆
さ
ん
の
身
近
に

あ
る
図
書
館
と
し
て
、
今
後
も
市
内

各
地
に
本
を
届
け
て
い
き
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

ご存じですか？

「図書館カード」と借りたい本な
どをカウンターに持ってきます。
◆ 探している資料が見つからないときは…
探している資料が見つからないときは、気軽に
職員におたずねください。
館内の資料検索機、図書館のホームページで調
べることもできます。

◆ 「図書館カード」を作るときは、住所が確認できるものが必要です。
詳しくは図書館におたずねください。

　国立国会図書館のデジタル化資料の
うち、絶版などの理由で入手が困難な
資料を三日月館と小城館の館内で閲覧
ができます。
　研究などにご活用ください。

借りた館に関わらず、小城市民図書館
の資料は各館・分室や本丸くんで返却
できます。夜間や休館日に返すときは
各館のポストに入れてください。
※CD、ビデオ、DVD、カセットは必
ずカウンターへ直接お持ちください。

ドゥイング三日月内　☎72・4946
◆ 開館時間 ◆

火曜日～木曜日　10時～18時
　　　　金曜日　10時～19時
土曜日 ・ 日曜日　10時～17時

◆ 休  館  日 ◆
月曜日、第４木曜日、祝日

桜城館内　☎71・1131
◆ 開館時間 ◆

火曜日～木曜日　10時～18時
　　　　金曜日　10時～19時
土曜日 ・ 日曜日　10時～17時

◆ 休  館  日 ◆
月曜日、第４木曜日、祝日

司書の本告さん
おすすめ本

大活字本大型絵本
紙芝居

三日月館小城館

お問い合わせ

本
の
借
り
か
た

カードを作る

資料を借りる

返却する

　力
強
い
表
紙
と
帯
の「
男

に
は
、
死
な
ね
ば
な
ら
な

い
時
が
あ
る
」
と
い
う
言

葉
に
惹
か
れ
、
一
気
に
読

み
終
わ
る
ほ
ど
熱
中
し
ま

し
た
。
最
近
、
大
河
ド
ラ

マ
『
西
郷
ど
ん
』
で
注
目

さ
れ
て
い
る
薩
摩
の
男
た

ち
が
、
悩
み
苦
し
み
な
が

ら
も
信
念
を
貫
く
魂
の
物

語
で
す
。
怒
涛
の
戦
場
の

描
写
と
、
衝
撃
の
結
末
。

　ぜ
ひ
、
今
年
読
ん
で
い

た
だ
き
た
い
一
冊
で
す
。

本などの資料を借りるために、「図書館カード」を作ります。
■対象者：市内在住者、市内に通学・通勤・通園している人
［広域地域］ 佐賀市・多久市・江北町・白石町にお住まいの人
■費用：無料

貴重な資料が閲覧できる！

自動車図書館図

書
館が

やってく

る
！

本丸くん本丸くん

いろんな本いろんな本
図書館には、文字の大きい本や、触っ
て楽しめる本など、いろいろな人
に楽しんでもらえる本をご用
意しています。

たくさんの感動を
安全運転で
運んでいます

車の中には

本がぎっし
り！

まずは、 申込書に記入
してください

触れる！大きい！

本は 3週間
借りることができます

バーコードリーダーで
さっと手続き

比べてください！
通常の本（右）と
大活字本（左）

比べてください！
通常の絵本（左）と
大型絵本（右）

伊東 潤／著　
PHP研究所

『武士の碑』
いしぶみ

まつい のりこ／さく
偕成社

中川 李枝子／さく
大村 百合子／え
福音館書店

点字つき

触れる
絵本プニプニ、 ボコボコ

さわって楽しんで！

加古 里子／さく・え　福音館書店
『じゃあじゃあびりびり』『ぐりとぐら』『だるまちゃんとてんぐちゃん』

はた こうしろう／作　偕成社
『なつのいちにち』

本を借りてみよう！本を借りてみよう！

図
書
館
エ
ト
セ
ト
ラ

山口さん中牟田さん 本告さん
もとい
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